
 

                

 

 

 

 

 

 

 令和 5年度 長浜小学校便り １月号  文責：大達高弘 

 

 

 

３学期の始まりにあたり 
２０２４年がスタートしました。保護者、地域の皆様、本年もど

うぞよろしくお願いいたします。 

新しい年が始まったばかりの１月１日。石川県能登半島で大き

な地震がありました。楽しいはずのお正月は、悲しくて、辛くて、

寒くて、大変なお正月になりました。２３０名を超える方が亡くな

り、今もまだ行方のわからない方がたくさんいます。多くの方が避

難生活を強いられ、先の見通せない中でも、懸命に頑張っておられ

ます。亡くなられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災地の

一日も早い復興を願いたいと思います。今の私たちにできること

は「今」「この時」を大切にしながら、一生懸命に生きることだと

考えます。               

さて、３学期が始まりました。３学期というのは学校の１年にお

いて最も短い学期ですが、とても重要な学期でもあります。そこで、

始業式では、「３学期は○○の学期」という話をしました。短いけ

れども、重要なこの３学期を、とにかく大切にしてほしい、充実さ

せてほしいという願いからでした。 

○○の中には、「まとめ」「準備」という言葉が入ります。１・２

学期を振り返り、自分のそして自分達の成長や課題を確認してほ

しい、そして、次の学年に向けて、心も体も頭もしっかり準備して

ほしいと伝えました。話を聞く子どもたちは、姿勢を正し、真っす

ぐに顔を前に向け、私の話をうなずきながら聞いていました。その

姿は凛としていて、やる気に満ち、長浜小学校の２０２４年が素晴

らしいものになると思わせてくれる立派なものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

        ＜始業式で話を聞く子どもたち＞ 

 

始業式ではもう一つ話をしました。それは、「実行力」の話です。

新しい年の始まりに、子どもたちはそれぞれに目標や決意を立て

ました。どれもみな素晴らしい目標や決意です。前述しました「ま

とめと準備」も学校全体で取り組む目標でもあります。ただし、ど

れだけ素晴らしい目標や決意も、そこに向かって努力し達成しな

ければ意味がありません。口で言うのは簡単です。大切なことは実

際にやり抜くことです。そのためには、思いつきではなく、達成に

向けて計画を立て、粘り強く取り組んでいく必要があります。「実

行力」とよく似た言葉に「行動力」があります。よく似ていますが、

この両者の違いは、【目的やゴールに対する行動に、計画性が伴う

か否か】だと言われています。行動力は計画の有無にかかわらず行

動を起こすことであり、実行力とは目標に対する計画を設定し、計

画を実行するスキルのことです。 

 この３学期、長浜っ子が自らの目標や決意を達成するために、計

画を立て、そしてその計画を実行する力「実行力」をしっかり身に

つけていけるよう全力で指導、支援していくつもりです。 

子ども、教職員、保護者、地域の皆様、【みんなが かがやく 長

浜小学校】の実現に向け、２０２４年も頑張ります。どうぞ昨年同

様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

             【３年生】 

        

 

 

 

 

【ひまわり学級】     【４年生】      【５年生】 

 

教室内やワークスペースには、３学期の目標や新年の決意が掲

示してあります。私は、校内を歩きながら、この掲示物を見るのが

好きです。子どもたちの顔を思い浮かべながら、「あの子の決意は

これか」「この目標は誰のだろう」そんなことを考えながら過ごす

時間は、私にとってとても幸せな気持ちになれる時間です。一人一

人が自分と向き合って一生懸命に考え、決めた目標や決意です。ど

れもみな素晴らしいものです。「みんな、頑張れよ！」と心の中で

呟きながら見ています。 

 目標や決意というのは、自分のものですから、無理に表明するも

のでもないですし、本来なら人に言う必要もありません。自分の胸

の内で、しっかりと自覚することができればそれでいいとも思い

ます。ですが、それをあえて口にしたり、書き表したりして明らか

にすることで、自分の目標や決意に対して責任のようなものが出

てくる気がします。子どもたちには、表明した以上、ぜひ「実行力」

を発揮して、自分の目標や決意を達成してほしいと思います。そし

て、私達大人は、達成に向かって頑張る子どもたちを見守り、応援

し続けるとともに、自分自身も目標や決意に向かって頑張る姿を

見せることが大切な気がします。 

私は、毎年、その年の自分の決意を漢字一字で表すことを続けて

きました。そして、今年は【歩】という字にしました。１２月の人

間ドッグで軽い脂肪肝だと診断され、この冬休みにはダイエット

と健康維持を兼ねて、毎日歩きました。平均すると１日約２時間、

１万５０００歩を歩きました。私の歩幅はだいたい 70～80cmです

ので、距離にすると毎日 10㎞程度歩いたことになります。70～80cm

というわずかな数の積み重ねが、時間をかけることで、大きな数に

なりました。【歩み続ければ、その歩みは大きなものになる】とい

う当たり前のことを、この冬の体験を通して実感しました。また、

歩いている途中で、周囲の景色だけでなく、音や匂いなど、普段気

付かなかったいろいろなものやことに気付くことができました。

そこで、今年 1年、自分らしく、自分のペースで歩んでいこうと考

え、この【歩】に決めたのでした。 

 子どもたちに「実行力」を求める以上、私自身も、「実行力」を発

揮しなければなりません。決意や目標の達成に向かって、子どもた

ちとともに頑張りたい、そう強く思っています。 

   やればできる！ではなく、 

      やらなきゃできない！！ 

 保護者や地域の皆様は、今年の決意を漢字一字で表すとしたら、

どんな漢字を選ばれますか。ぜひ、お考えいただき、子どもたちと

一緒に「実行力」を発揮して、挑戦されてみてはいかがでしょう。 

 

 



書き初めはもともと、平安時代に宮中の一部の文人の行事とし

て始まったと言われ、吉書初めでは元旦に、その年初めて汲んだ水

（若水）ですった墨を使って、恵方を向いて詩歌を書いていました。

一般的に広まったのは江戸時代で、当時の寺子屋教室の普及に伴

って広がりました。また、明治以降には、学校で習字が必修となり

多く取り組まれるようになりました。昭和初期頃までは、神棚や学

問の神様と言われている「菅原道真」の絵の前で、「寿」や「福」

などのおめでたい縁起のいい文字や漢詩を書いて、年神棚へ納め

たり、その年の恵方（縁起がいいとされている方角）に貼ったりし

ていたそうです。書き初めは長い歴史のある伝統行事なのですね。 

 

長浜小学校では、１月１７日・１８日の二日にわけて、すべての

学年で書き初め会を行いました。１・２年生は教室で、３年生以上

は体育館で行いました。 

 

 

 

 

 

                 

  

     【１年生】               【２年生】 

 

 

 

                

 

 

 

    【３年生】               【４年生】 

 

 

 

 

 

 

 

    【５年生】               【６年生】 

１・２年生はフェルトペンを使って短冊状の紙に、３年生以上は、

書き初め用の筆を使って、条幅紙と呼ばれる大きな紙に字を書き

ました。学校が書き初め会を行う目的は、字の上達（「とめ」・「払

い」・「折れ」など）はもちろんですが、「失敗や簡単にできないこ

とにもあきらめず、粘り強く取り組む心」を育てたり、「集中して

全力で取り組むことで得られる満足感・達成感」を感じたりしてほ

しいというねらいもあります。 

子どもたちが作品づくりに向かう様子を見ましたが、一人一人

が真剣に課題に向き合い、１画１画に心を込めながら、まさに一心

不乱に書き初めに取り組んでいました。体育館には静けさが広が

り、なんとも言えない緊張感が漂い、見ている私も清々しい気持ち

になりました。 

 書き終わった子どもたちに「いい字が書けましたか。」と尋ねま

すと、ほとんどの子どもたちが「はい。」と大きな声で自信をもっ

て答えてくれました。子どもたちのこういう反応って嬉しいです

ね。そう答えることができるのは、一生懸命に取り組んだ証拠、頑

張った証拠なのです。出来上がった作品はもちろん、胸を張ってそ

う答えてくれた子どもたちの姿はかっこよく、輝いていました。 

１月１６日（火）、児童会の集会委員会の企画による集会活動：

浜っ子集会がありました。今回の内容は、【なぞ解き脱出ゲーム】

というもので、浜っ子班ごとに校舎内を回り、ミッションをクリ

アしながらキーワードを集めていくという内容でした。 

校舎内に設けられた各ブースでは、チャレンジする学年が指定

されているもの、班のみんなで協力して取り組むものなど、たく

さんのミッションが用意され、すべての学年が参加でき、楽しめ

るものになっていました。この集会を開くにあたり、かなりの時

間と労力が必要だったはずです。きっと委員会活動の時間だけで

は足りず、休み時間や放課後等も使って準備を進めたことでしょ

う。集会委員会のそういう努力によって、全校児童が一緒に楽し

める時間をもつことができたのです。また一つ、素敵な思い出が

増えました。集会委員会のみなさん、ありがとう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       《集会後の児童の感想より》 

 ○みんな楽しそうでよかったです。いろんな学年の人と協力し 

て仲が深まったと思います。 

 ○浜っ子班みんなで協力して活動することができて、他の学年 

  の子と仲良くなることができました。 

 ○好きな食べ物を言うというミッションは、班の人のことが知 

れるからよかったと思いました。 

○自分が苦手な問題とかを、高学年が答えてくれたのでうれし 

かったです。こういう楽しいイベントをまた考えてください。 

○なぞ解き脱出ゲームをやっていると、うれしくて、楽しくて、 

勝手に笑顔になれました。とっても、とっても楽しかったです。 

○準備を一生けんめいにやってくれてありがとうございました。 

 

２月の主な行事 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（木）薬物乱用防止教室（６年） 地域医療教育推進事業（5年） 

PTA役員選考会 

２日（金）持久走大会 

６日（火）お話 P   

７日（水）委員会⑥ 

１３日（火）三中入学説明会（6年） 

１４日（水）ふわふわ集会③  SC来校 

１５日（木）地域医療教育推進事業（6年） 

１６日（金）新 1年生物品販売 

２０日（火）お話 P 参観日・学級懇談 PTA評議員会 

２１日（水）クラブ⑥（最終）※３年生クラブ見学 

２９日（木）浜っ子班遊び 

 

★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 


